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の
人
口
減
少
が
か
な
り
進
ん
で

い
ま
す
。
市
内
全
体
の
小
売
業

は
、
こ
の
18
年
間
で
39
・
５
％

の
減
少
で
す
が
、
中
心
市
街
地

で
は
51
・
４
％
減
少
し
て
い
ま

す
。
人
口
減
少
と
同
様
、
中
心

市
街
地
の
ほ
う
が
減
少
率
が
高

い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

中
央
通
り
線
の
拡
幅
と
現
状
は

質
問

中
心
市
街
地
の
人
口
減

少
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
さ
ら
に
細
か
く
見
て
い
く

と
、
例
え
ば
本
町
一
丁
目
で
は
、

64
・
５
％
に
落
ち
込
ん
で
い
ま

す
。
ま
ち
な
か
の
人
口
減
少
が

館
林
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
商
店
街
の
減
少
も
大
き
な

課
題
で
、
商
店
街
が
成
り
立
た

な
い
現
況
に
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
中
央
通
り
線
拡
幅
の
現
状

と
展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

商
業
政
策
だ
け
で
は
限
界
が

答

中
央
通
り
線
の
商
店
は

全
体
で
31
店
舗
あ
り
、
昨
年
６

月
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
営

業
を
継
続
し
た
い
人
が
45
％
、

未
定
が
45
％
、
廃
業
・
閉
店
が

７
％
あ
り
ま
し
た
。
今
後
中
心

市
街
地
に
導
入
す
べ
き
機
能
と

し
て
、
住
宅
や
公
益
的
施
設
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
確
保
し
、
複
合

的
な
機
能
を
誘
導
す
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
例
え
ば
居
住
・
文

化
・
教
育
・
福
祉
・
行
政
・
観

光
な
ど
の
機
能
を
導
入
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
中
心
市
街
地
の

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
に
は
、

商
業
政
策
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
、
ま
ず
は
人
を
住
ま
わ
せ
る

こ
と
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
今
後
は
関
係
部
局
と

横
断
的
に
連
携
を
強
化
し
、
こ

う
し
た
課
題
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
人
口
減
少

質
問

館
林
市
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
平
成
29
年
３
月

に
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ま

ず
、
人
口
問
題
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
地
域
別
で
は
赤
羽
地
区
、

多
々
良
地
区
は
増
加
、
六
郷
地

区
は
横
ば
い
、
館
林
地
区
は
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
心
市

街
地
活
性
化
の
問
題
で
は
、
市

街
地
人
口
が
減
少
し
、
顧
客
を

郊
外
商
業
地
域
に
奪
わ
れ
、
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
分
析
し
て

い
る
が
、
実
情
は
ど
う
な
の
か
。

人
口
の
減
少
と
商
店
街
の
減
少

答

中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
で
の
中
心
市
街
地
に
お

け
る
人
口
の
減
少
は
13
・
４
％

で
す
。
市
全
体
の
減
少
は
６
・

８
％
で
す
の
で
、
中
心
市
街
地

質
問

今
回
の
重
点
対
策
で
不

充
分
な
点
や
こ
れ
か
ら
必
要
な

対
策
は
何
で
す
か
。

答

こ
れ
ま
で
は
、
医
療
崩

壊
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
雇
用
と

事
業
と
生
活
を
守
り
抜
く
こ
と

に
比
重
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
今
後
は
Ｖ
字
型
回
復
期
と

し
て
の
視
点
も
持
ち
合
わ
せ
な

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
飲

食
、
観
光
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

落
ち
込
ん
だ
需
要
の
喚
起
へ

徐
々
に
シ
フ
ト
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保

育
の
場
の
改
善
が
必
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
市
内
の
フ
ー
ド

バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂
と
新
た

な
連
携
を
築
き
、
子
ど
も
の
貧

困
対
策
を
講
じ
て
い
く
つ
も
り

で
す
。
加
え
て
、
館
林
厚
生
病

院
が
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、

安
定
し
た
経
営
が
で
き
る
よ

う
財
政
的
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
国

の
第
２
次
補
正
予
算
を
活
用
し
、

市
の
第
２
次
重
点
対
策
を
取
り

ま
と
め
る
予
定
で
す
。

質
問

長
期
の
休
校
に
よ
っ
て
、

児
童
生
徒
に
学
力
だ
け
で
な
く

心
の
問
題
な
ど
様
々
な
影
響
が

出
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
、

学
び
と
と
も
に
人
間
形
成
や
遊

び
や
休
息
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
保

障
す
る
柔
軟
な
教
育
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
芸
術
鑑
賞
教
室

や
移
動
音
楽
教
室
を
中
止
に
し

ま
し
た
が
、
出
来
る
も
の
は
実

施
す
る
観
点
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
ど
う
考
え
ま
す
か
。

答

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

文
化
に
触
れ
る
機
会
は
需
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
が
、「
３
密
」

が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
や
行
事

の
優
先
順
位
を
考
え
、
中
止
と

判
断
し
ま
し
た
。

質
問

先
日
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
重
点
対
策
」

を
発
表
し
ま
し
た
が
、
策
定
す

る
上
で
考
慮
し
た
点
は
何
か
。

答

重
点
対
策
は
、
緊
急
支

援
時
期
と
回
復
期
の
２
つ
の
時

期
に
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
緊
急
支
援
時
期
で
は
、

医
療
や
産
業
、
教
育
な
ど
重
要

な
社
会
基
盤
が
元
に
戻
れ
な
い

ほ
ど
弱
体
化
し
な
い
よ
う
、
守

り
・
維
持
す
る
対
策
が
重
要
と

捉
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

回
復
期
と
し
て
ア
フ
タ
ー
コ
ロ

ナ
社
会
を
見
据
え
た
対
策
も
重

要
と
捉
え
て
い
ま
し
た
。
重
点

対
策
の
目
的
は
、
緊
急
支
援
時

期
に
比
重
を
置
き
、
市
民
の
命

を
守
る
、
市
民
・
事
業
者
の
生

活
を
守
り
抜
く
と
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
と
対
策
に
つ
い
て

篠
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